
 1 

 『国語科教育』 

 主体的に学ぶ力を身に付け、言葉に着目し続ける生徒の育成 

～国語の見方・考え方を働かせ、読みを深め広げる授業を通して～ 

        関市立津保川中学校  教諭  辻 宏紀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

 各学年25名前後の小規模校の津保川中学校に赴

任して２年目を迎え、今年度、生徒指導主事とい

う立場で２年生の副担任として生徒に関わってい

る。本校は小規模校ではあるが、校区の３小学校

からの入学ではあるが、人数は 23名（上之保小…

８名、武儀西小…６名、武儀東小…９名）で、ク

ラス替えもなく徐々に人間関係も固定化され、授

業でも活発に発言する生徒と消極的な生徒という

ようにタイプが決まってしまい、生徒も発言は「あ

の子に任せれば。」「あの子がそう言うならそう

だ。」という消極的な授業姿勢が気になっていた。

生徒指導主事として学校の教育目標「明日を拓く 

たくましさ」を具現化する方向性を示す立場とし

て、教科の授業において生徒が主体的に学び、自

分の考えをもち、積極的に仲間と関わる場を設定

する必要性を感じた。 

 

１．主題設定の理由 

（１）生徒指導主事の立場から 

 今年度、生徒指導主事となり、改めて意識したこと

は、生徒指導は単なる問題行動の対応だけではな

い。一人一人に「自己指導能力の育成」が求められ

るということである。「自己指導能力」とは、その時、そ

の場でどのような行動が適切であるかを自分で考え

て、決めて、実行する能力と言われる。これを教科の

授業で考えると一人一人の生徒が学習課題に対し

て、自分の考えをもち、誰かの意見を鵜呑みにする

のではなく、仲間との関わりの中でお互いの考えを

積極的に伝え合うことで自己理解や他者理解が育ま

れる。常にこれを意識させるために、生徒が「主体

的」に課題追究を行いたくなるような必然的な課題提

示・課題追究する過程で意図的な仲間と交流する場

を設定することで「自己存在感」を与えられると共に

「共感的な人間関係」の育成にもつながると考えた。 

（２）新学習指導要領から 

  新学習指導要領の国語科の目標に、「言葉によ

る見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語

で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育成

することを目指す。」という記述がある。国語科は言

葉に着目し、思考を広げたり、深めたりすることが重

要であり、どのように見方・考え方を働かせることが

生徒の読み取りの力の向上につながるのかを考え

たい。 

（３）生徒の実態から 

 全国学力・学習状況調査の結果を分析すると国語

科では、「国語の勉強が好きか。」では、（７．４）「国語

の授業内容はよく分かるか」では、（25．9）と県のポイ

ント【19．６・30．４】を大きく下回る結果であった。この

要因を見つめると生徒は読書など自分の好きな作品

を読むことが好きな生徒が多いが、授業の文学教材

の読み取りにおいて言葉に着目し、登場人物の心

情の変容をつかんだり、自分の読みを積極的に仲

間に伝えるたりすることを面倒がったりする姿が見ら

れる。また、自分が発言しなくても誰かが発言したこ

―概要― 

 各学年２５名前後の小規模校の津保川中学校に赴任して２年となる。素直な生徒が多い反面、小規

模校特有の固定化された人間関係の影響か、誰かの発言に左右され、自分が発言しなくても済むとい

う学習への弱い姿勢が見られた。また、言葉や場面の展開に着目し人物の心情の変容を捉える力が身

についていないことが１学期実施した「アイスプラネット」で見られた。そこで、本研究実践は、２

年生２学期実施の文学教材である「盆土産」において新学習指導要領の国語科の見方・考え方を働か

せることを意識し、場面と場面のつながりや言葉に着目し、意欲的に人物の心情を読み取るための言

語活動の工夫をまとめたものである。さらに、生徒指導主事として教科指導においても「自己指導能

力の育成」を目指し、仲間との関わりの中で自己を向上させるような交流活動やお互いの読みに触れ

るような手立てを工夫した。    
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とを聞いて理解しようとする人任せの姿も見られる。

このような姿は 3年生だけでなくどの学年にも見られ

る本校の生徒の国語の授業における実態である。こ

の姿を改善するためには、生徒に自分から課題追

究に臨み、仲間との関わりの中で自分の読みを伝え

ることに喜びや学びの実感を得られるような単元の

構想を教師が明確にもち、生徒の実態に応じた指導

の手立てを意図的に持てば、生徒は国語に対する

意欲も向上すると考えた。このような点を踏まえ、【研

究主題】を次のように設定した。 

【研究主題】 

 主体的に学ぶ力を身に付け、言葉に着目し続ける

生徒の育成 

～国語の見方・考え方を働かせ、 

読みを深め広げる授業を通して～ 

 

２．研究仮説 

・生徒の意識に沿った必然ある課題の設定や導入

の工夫、意図的な小集団、確実な見届けなど、生

徒の関心・意欲を高める単元構成を行うことで、主

体的に学び続ける生徒の姿を生み出すことがで

きる。 

・学び合い深め合うための単元の中心となる授業を

工夫し、思考力・表現力を高める指導・援助を行う

ことで、学習内容が確実に定着し、生徒に豊かな

学力を身に付けさせることができる。 

 

３．研究内容 

（１）思考力・表現力を伸ばす交流活動の工夫 

・言葉の意味に気付くための言語操作 

・個の意見を表現し、他の意見と比較・検討する場の

位置付け 

・場面と場面のつながりを意識させる手立ての工夫 

（２）自分の考えをもち、主体的・対話的な学びを組

織した単元指導計画（単元構造図）の作成 

・教材に応じた見方・考え方を働かせることの具体の

明確化 

 

４． 【アイスプラネット】における実践から 

 ２年生の１学期実施の『アイスプラネット』という文学

教材の学習について述べたい。上段に本文、下段

に課題に対する読み取りをまとめるワークシートを場

面ごとに準備し、「僕」と「ぐうちゃん」の心情を言葉に

着目し、読み取れたことを書かせ、人物の心情の読

み取りを交流させる中で「作者が工夫した表現を見

つけよう。」という発問を行った。 

      

 「タカラモノ」・「不思議アタマ」という言葉に多くの生

徒が反応した。 

 理由としては、漢字で書かず、敢えてカタカナで表

現することで読者へ着目させたいという意図を感じる

ということである。 

 「タカラモノ」は1場面に表わされ、ぐうちゃんにとっ

て大切なものが「カメラ」であり、「唯一の趣味」である

という人物像につながる大切な言葉である。このこと

については全ての生徒がつかんでいる。 

 ２場面で僕はぐうちゃんから「でっかい動物の話」を

聞き、幼稚でありえない話と思いつつ、３場面でクラ

スメートに話し、馬鹿にされてしまう。そのとき、本当

なら証拠の写真を示すように求められる。そこで、僕

はぐうちゃんに写真を見せるよう強く迫るが、「まだ、

紙焼きをしていない。」と言われ、むっとする僕が表

されいるが、「なぜ、僕がむっとしているのか。」とい

う発問に対して根拠を明確にして答えられる生徒は

非常に少なかった。それは、生徒は１場面でつかん

だ「タカラモノ」という言葉に着目し、カメラが唯一の

趣味であるぐうちゃんが「写真」を持っていないという

ことを僕が信じられず、嘘をつかれたという心情を読

み取れていなかったということである。 

つまり、生徒は人物の心情はその場その場の言

葉に着目して読み取ることはできるが、場面のつな

がりを意識しながら人物の心情の変容を読み取るこ

とを意識していないという実態が見られた。そこで、２

学期の「盆土産」では、常に場面のつながりを意識し

た指導展開を工夫した。 

  

５．研究実践 ２ 【盆土産】において 

（１） 場面と場面のつながりを意識させる手立て 

【実態把握を生かした発問の工夫】 

 本教材では場面ごとに感想と考えたい着眼点を書

かせることで生徒に場面のつながりを意識させると

共に生徒の読みの深浅を確認した。 

「場面ごとの感想と考えたい着眼点」（１場面生徒例） 

 えびフライがどんなものなのかわからなくてずっと

考えていたけど、父親が土産に持って帰ると知っ
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て、口の中をまずくしているところが不思議だった。 

 お父さんが帰ってくるのは楽しみだけど、えびフラ

イが気になって仕方がない主人公がかわいかった。 

 この人たちはえびフライがどんなものか知らないの

で、小えびがフライになっていると勘違いしているの

が面白い。また、何回もえびフライと口にしているか

らすごく気になっていると思った。 

【着眼点】 

・雑魚釣りをしている時の僕の心情（13名） 

 なぜ、何度も「えびフライ」とつぶやいているのか。 

 口の中をまずくしている僕の心情 

 たくさんの魚が釣れた時の僕の心情 

・姉がにこりともせずに…で、姉への僕の心情（１１） 

・父の盆土産の「えびフライ」への僕の心情（７） 

・  ………… 

 生徒に生徒指導の機能である「自己存在感を与え

ること」と「共感的な人間関係を育成すること」を踏ま

え、生徒一人一人の場面ごとの感想と着眼点を冊子

形式にまとめ配付した。すると、生徒は仲間がどのよ

うな感想をもっているのかを意欲的に確認する姿が

多く見られた。また、教師側も誰が、どのような点に

着目しているのかも把握でき、状況に応じた課題提

示することにもつながった。 

 １場面は、半数以上の生徒が着眼点に挙げている

ように盆に帰省する父親の土産の「盆土産」が気に

なって仕方ない主人公が描かれている。そこで、生

徒に主人公は父の盆土産の「えびフライ」をどう思っ

ているのかを確認すると次のような実態が明らかに

なった。 

不安を感じている 楽しみ・期待している 

１８．５％ ８１．５％ 

 盆に帰る予定のなかった父親が速達で盆に帰るこ

とや土産は「えびフライ」であることを伝え、僕は「え

びフライ」が気になって仕方なく、父の好物の生そば

のだし用の雑魚を釣っている間中、何度も「えびフラ

イ」とつぶやく僕の姿が描かれている。初発の感想

ではあるが、「えびフライ」に不安を感じている生徒

は全体の２０％程度ということがわかった。生徒は東

京で働いている父親からの盆土産ということから感覚

的に僕は、「楽しみ・期待している」ということを感想

に書いているが、これは適切ではない。なぜなら、

東北の山村で生活し、海に縁のない僕にとっての

「えび」は沼の小えびしかない。それをどうフライにす

るのかということがイメージできず、何度もつぶやい

ている。つまり、８０％以上の生徒が読み間違えてい

るという実態が見受けられた。 

 そこで、次のような発問を投げかけた。 

          ↓ 

『なぜ、僕は父の土産を心もとなく感じたのか？』 

 

Ｔ：「ところで、「心もとない」の意味は？ 

Ｓ：「残念である。」 

Ｓ：「いかにも頼りなく不安だ。」 

Ｔ：「なぜ、父の土産をそう感じたの？」 

Ｓ：「１匹の小えびでは無理。たくさんまとめるのも難

しそうだし、そもそもおいしくなさそう。」 

Ｔ：「初発の感想で「心もとない」という言葉に着目し

た人はどのくらいいる？」 

※：５人の生徒が挙手 

 僕は父親の盆土産「えびフライ」に「楽しみ・期待」

よりも「不安」の方が強いことを捉え直させた。 

 また、本教材では、場面ごとに振り返りをまとめさせ、

学習の定着状況を確認した。「心もとない」という言葉

に当初着目していなかった生徒も次のようなまとめを

書いている。 

父が速達で送ってきた紙切れに書いてあった「えび

フライ」が気になっている。食べたことも見たこともな

いためイメージできないので、心もとないような感じ

であった。しかし、盆土産に買うものだし、祖母も「う

めもんせ」と言っていたので、とてもおいしいものだ

と思い、「えびフライ」と言わずにいられない。 

主人公は川へ行った後も「えびフライ」がずっと気に

かかっていて、「どんなものなんだろう。」や「どうやっ

て作るのだろう。」と考えているので、期待しているが

変なものではないかと心配している。 

父親の盆土産を「楽しみ・期待している」と感じて

いる生徒が多かったが、心情を感覚的に捉えるので

はなく、言葉に着目させるために「どこからそう感じる

のか？」という発問を投げかけ、言葉に着目すること

の大切さを意識させた。 

『父親がわざわざ東京から盆土産に持って帰るくら

いだから、とびきりうまいものにはちがいない。』 

 もっともらしい感覚的な読み取りではなく、常に読

み取りの根拠は言葉からとするように指導を行った。 
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【資料１】 学習内容・着眼点・振り返りシート（裏表） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１】は場面ごとの初発の感想から生徒が考

えたいこと（着眼点）を挙げた内容のシートであ

る。場面ごとに感想を書かせたことで多くの生徒

の注目している点や誤読を把握し、授業展開に生

かすことができた。 

また、このシートでは作者の意図する「えびフ

ライ」が場面によって象徴するものが違うことに

も気付かせるものである。このシートには、単元

の指導内容も提示し、生徒は各場面でどのような

ことを考えればよいかをつかみ、学習への見通し

をもつことができた。さらに、各場面のまとめや

挙手回数などの自己評価を記入させたことで、生

徒の授業に対する姿勢を向上させることができた。 

 

（２）「見方・考え方を働かせること」を意識した実践 

 新学習指導要領では次のように述べられている。 

①対象と言葉、②言葉と言葉の関係を言葉の意

味、働き、使い方等に着目して捉え、その関係性

を問い直して意味づけること 

①【対象と言葉】とは 

『盆土産』では、「えび（えんび）フライ」と

いう言葉が各場面の随所に描かれている。この言

葉は単なる食べ物ではなく、場面によって「えび

フライ」に込められている意味（象徴するもの）

が違う。この違いを文脈から捉え、まとめる言語

活動を位置づけた。 

初発の感想で「えびフライ」に関して次のよう

なことをまとめている生徒もいる。 

「えびフライ」というキーワードは、どの場面に

もあり、主人公には、食べたことも見たこともな

い「えびフライ」に強い興味をもっていた。 

題名が「盆土産」になっているが、どの場面でも

出てくる「えびフライ」という題名でも良いので

はないかと思った。 

【指導の具体】について述べたい。 

言葉『えびフライ』⇔対象（場面における意味） 

 各場面の読み取り（言葉に着目した人物の心情

把握）が終わった後、それぞれの場面で「えびフ

ライ」という言葉がどのようなことを象徴してい

るかをキーワードと共にまとめさせ、スクランブ

ル交流させる場を設けた。 

【生徒の挙げたキーワードの一例】 

「１場面」 

・未知なる食べ物 ・想像できない食べ物 

・初めてのえびフライ ・都会の食べ物 …… 

「２場面」 

・衝撃 ・父の家族への愛情 ・感動する味 

・えもいわれないうまさ …… 

「３場面」 

・母たちへのお供え ・思い出の盆土産 

・一緒に食べたかったえびフライ …… 

「えびフライ」という言葉は単なる食べ物ではな

く、何を象徴しているのかをまとめさせることは

作品の主題に迫るだけでなく、場面の流れの中で

人物の心情の変容をつかむことに有効であったと

考える。 

②【言葉と言葉の関係を～】について 

【３場面の実践から】 ※単元の中心場面 

３場面に描かれているのは亡くなった祖父や

母の墓参りと父との別れである。墓参りの場面で

息子は母に対して「申し訳なさ」や「後ろめたさ」
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を強く感じている。それは、昨夜、父の土産をお

いしく食べていたとき、母のことは頭になかった

ことを祖母の念仏の合間の「えんびフライ」とい

う言葉で気付いたからである。 【概略】 

そこで、【言葉と言葉の関係性を問い直す】た

めに表現の仕方を比較させること【言語操作】で

意味の違いを捉えさせ、心情の読み取りの根拠と

させた。具体的には教材文の表現の有無が意味の

違いや心情の読みに重要な点を確かめさせた。 

「なんとなく墓を（上目でしか ⇔ ×）見られ

なかった。 ※ 教材文は「上目でしか」 

「見られなかった」という部分は共通だが、「上

目でしか」という言葉がないと墓を見なかったこ

とになる。では、この言葉があることで、僕は母

の墓を直視できないという読みがもてる。 

次に、「なぜ、母の墓を直視できないのか。」 

と、生徒に発問すると次のような反応があった。 

・墓をしっかり見られなかったのは、昨日の夕食 

 で自分たちだけおいしいえびフライを食べて

母に申し訳ないという心情が表れている。 

・墓参りに行き、祖母の念仏の中に「えんびフラ 

イ」という言葉が混ざるのを聞いて、祖父に報 

告していると思った。その時初めて、母のこと

を何も思わず、おいしいエビフライを食べ、満

足した自分が情けない。 

「後ろめたい」という言葉は生徒からは出なかっ

たが、言葉の関係【言葉の比較】を意識させるこ

とで心情の読みが深まったと考える。 

３場面 【墓参りに行き、その後父と別れる僕】 

墓参りに注目している 墓参りに注目していない 

３６．３％ ６３．７％ 

父との別れに注目 注目していない 

８１．８％ １８．２％ 

 多くの生徒は僕と父親との別れに注目している 

が、前半の墓参りでの僕の心情を正しくつかむた 

めには、２場面の家族の夕食からのつながりの中 

で心情を捉えることが重要である。初発の感想や 

振り返りから生徒の実態を把握したことで言葉に 

着目する効果的な授業展開が行えたと考える。 

 また、言葉を比較する手立ては再び出稼ぎ先の 

東京へ帰る父との別れの場面でも用いた。 

 ～うっかり ⇔ （×） 「えんびフライ：

と言ってしまった。 ※ 教材文は「うっかり」 

「うっかり」という言葉があることで、僕が無意

識に言ったことが読み取れる。父に対して、本来

は別れの言葉を言うべき場面だが、僕はなぜ、「え

んびフライ」とうっかり言ってしまったのか。 

このような発問を投げかけた。すると生徒は次

のような読みをもった。 

・うっかりということで言いたかったことは別に 

あることが分かる。 

・父に頭を強く揺さぶられて、混乱したから思わ 

 ず言ってしまった。 

 アンダーライン部の発言は教材文にある表現で

ある。生徒は、文中にある表現に安易に着目する

傾向がある。つまり、読みに整合性がない。そこ

で、次のような問い返しを行った。 

         ↓ 

「別れを惜しむ父が息子に留守を頼むという思

いを込めた行為ではないのか。頭を強く揺す振ら

れると無意識に『えんびフライ』と言うの？」 

『えびフライ』には各場面を象徴する思いが込め

られているのではなかったの？」 

 生徒は３場面前半の「えびフライ」が象徴する 

「亡くなった母への供え物」「家族の温かさの象

徴」という前時の学習内容を確認し、次のような

発言となった。 

・とてもおいしかったし、父親が大変な思いをし 

 て、家族のために持って帰ってくれた大切なも 

 のが、「えびフライ」で、それが気になって仕

方がなかった。 

・今度は母のことも思い出しながら食べるから、

また買ってきてほしい。 

単にまた買ってきてほしいという思いが強くて

口に出たのであれば、父親の家族を思う気持ちの

象徴にならないし、主題の「家族の絆」につなが

らないことを押さえた。生徒の発言に深まりがな

い場合の問い返し発問の重要性を実感した。 

 ３場面は単元の中心であり、後半の父との別 

れに注目する生徒が多いが、前半の墓参りに意識 

が向いている生徒が少なかったのは課題である。 

 

（３）自分の考えをもち、主体的・対話的な学び

を組織した単元構造図の作成 
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 生徒の実態から単元で付けたい力や毎時間ごと

の学習活動を明確にすることができた。 

 また、単なる国語科としての指導事項の達成だ

けでなく、生徒指導の「自己指導能力」の育成も

常に意識した。ややもすると国語の授業において

誰かの発言に頼り、わかったように感じるような

受け身的な姿勢でなく、言葉に着目し、自分の考

えもち、仲間に対して積極的に自分の読みを交流

する場を意図的に設定した。この際、有効的だっ

たのが、それぞれの読みを冊子形式にまとめ配付

することでお互いの読みに触れ、自分の読みと比

べさせた。さらに、「資料１」にあるようなシート

を各自の机に置かせ、５分程度自由に見合う場を

位置付けたことで生徒は人任せにすることもでき

ず、自分の読みをまとめざるを得ない状況とした。

生徒は限られた時間で多くの仲間の読みに触れ、

自分の読みと比較しながら人物の心情を深く読み

味わおうとする生徒の姿が見られた。教師も生徒

と一緒にそれぞれの読みを確認することで意図的

な指名や実態に応じた発問につなげることもでき

た。事後アンケートで全員の生徒が言葉だけでな

く、場面の展開に着目し、人物の心情の変容を捉

えることの重要性に気付くことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．研究実践 【盆土産】における成果と課題 

○生徒の実態把握から場面のつながりを意識する 

授業展開を行い、言葉に着目（言語操作）させ 

ることで根拠を明確にして人物の心情の変容を 

捉えることができた。 

○仲間の考えに触れる場を意図的に設定すること 

で主体的に学習に取り組むことができた。 

●どの言葉に着目し、どのような言語操作を行う 

ことが有効かを明確にする必要がある。 

「参考文献」 

・中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 

・授業が変わる生徒が変わる（岩手教育センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


